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インド仏教における「衆生世間の歴史」構築

岡野 潔

問題の設定

あらゆる生き物、衆生（サットヴァ）は、歴史という大きな縁起の流れの

中に生きている。地上の劫初の衆生の歴史を説いた経典として、 インド仏教
（1）

の初期聖典『アッガンニャ経」がある。

その経では、衆生たち （最初期の人類）が地上世界の始まりの時期に経験

した、神話的な性格が強い歴史的出来事の物語が説き示される。その神話的

な歴史物語を語る部分が説法の中核部をなしているが、神話学から見れば、

その物語は古代のインド仏教徒が信じる「人類文化起源神話」 と見なすこと

ができよう。ただしそこで語られているのは自然な形での神話ではなく、仏

教サンガにより人工的に作られた、擬似的神話なのであるが、仏教徒の共同

体はその太古の出来事の物語を真実と考え、信じたのである。私は便宜上そ
（2）

の物語を「アッガンニャ神話」と呼びたい。 （以下、略して「アッガンニャ

神話」をA神話と記し、 『アッガンニャ経」をA経と記すことにする｡）

古代人にとっては、起源神話というものは、現代人にとっては想像もつか

ないほど重要なものであった。その起源神話をめぐって、仏教徒は独自の起
（3）

源神話を立てることによって、バラモン教と正面から対抗しようとした。 ネ'l'

話に対しては別の神話で対抗するのが、民衆に世界の正しい見方を布教する

戦略として最も有効な方法であるからである。そのため仏教において、人工

的に作られた擬似神話としてのA神話が作られ、説かれる必然性があった。

さてA神話は次の二つの大きなテーマを柱とする：
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